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農地等の利用の最適化の推進に関する指針を策定しました。

１.遊休農地の発生防止・解消

２.担い手への農地利用集積・集約化

３. 新規参入の促進

　甲府市農業委員会が、農地等の利用の最適化の推進に取り組むため、農業委員会等に関する法律第 7条第 1項
に基づく指針として、具体的な目標と推進方法を定め、この指針で定めた目標を達成できるよう活動に取り組んで
まいります。
　なお、この指針は目標年度である平成３５年度へ向けて、地域の実情を踏まえながら農業委員及び最適化推進
委員の改選期ごとに、検証・見直しを行うこととします。

①  遊休農地の発生防止
　農地法の規定による利用状況調査及び利用意向調査の実施について協議・検討し調査の徹底を図ります。

②  農地中間管理機構との連携
　利用意向調査の結果に基づき、農地所有者及び農業者の意向を踏まえ、農地中間管理機構へ貸付を行います。

①  農地銀行の促進
　農業経営基盤強化促進法に基づく利用権の設定による、農地の貸借を促進し担い手への積極的な農地利用を
図ります。

②  農地中間管理事業との連携
　農家の意向を踏まえ農地中間管理事業の活用について、山梨県農地中間管理機構と連携し検討を行います。

①  関係機関との連携
　山梨県・山梨県農業会議・甲府市・甲府市農業協同組合・笛吹農業協同組合等関係機関と連携し、新規参入
経営体への相談会等において就農希望者への情報提供、意向希望調査、補助制度等の紹介など、サポート体制
の充実を整え、新規就農者の確保に努めます。

②  農業委員会のフォローアップ体制の充実
　農業委員や推進委員による日常の活動等により、所有者の状況と農地の状況把握を行い、農地を持たない新規
参入経営体に対しては、甲府市農地銀行及び農地中間管理機構を活用し、農地の斡旋を通じて積極的なマッチン
グ活動に努めると共に、新規参入経営体の地域への定着を図るため、参入後のフォローアップに積極的に努めます。

年　度 農地面積 遊休農地面積 遊休農地の割合
現　状

（平成２９年４月）
１，２４０ｈａ ４３ｈａ ３．４％

３年後の目標
（平成３２年４月）

１，２４０ｈａ ２０ｈａ １．６％

目　標
（平成３５年４月）

１，２４０ｈａ 　０ｈａ 　 ０％

年　度 農地面積 集積面積 集積率
現　状

（平成２９年４月）
１，２４０ｈａ ２６２ｈａ ２１％

３年後の目標
（平成３２年４月）

１，２４０ｈａ ３１０ｈａ ２５％

目　標
（平成３５年４月）

１，２４０ｈａ ３７２ｈａ ３０％

年　度 新規参入経営体数 新規参入経営体取得面積
現　状

（平成２９年４月）
１３経営体
１法人

　６．８ｈａ
　０．５ｈａ

３年後の目標
（平成３２年度）

３７経営体
４法人

１８．８ｈａ
　　 ２ｈａ

目　標
（平成３５年度）

６１経営体
７法人

３０．８ｈａ
　３．５ｈａ

具体的な推進方法

具体的な推進方法

具体的な推進方法
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毎
月
の
定
例
総
会
・
農
地
調

査
・
運
営
委
員
会
・
各
地
区
別

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
編
集
委
員
会

な
ど
の
各
会
議
・
地
域
別
ブ
ロ
ッ

ク
研
修
会
・
農
地
利
用
最
適
化

の
推
進
（
農
地
銀
行
活
動
）・
農

地
利
用
状
況
調
査
・
各
地
区
に

お
い
て
は
、
農
地
利
用
の
最
適

化
に
繋
げ
る
た
め
、
日
常
の
農

業
・
農
地
に
関
す
る
相
談
・
各

種
手
続
業
務
・
互
助
会
総
会
・

更
に
は
諸
々
の
行
事
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

○
4
月
12
日
（
木
）

　
東
京
都
文
京
区

　
全
国
農
業
委
員
会
会
長
大
会

○
7
月
14
日
（
水
）

　
甲
府
市
役
所
本
庁
舎

　
寒
河
江
市
農
業
委
員
会
視
察
研
修

○
7
月
31
日
（
月
）

　
市
役
所
本
庁
舎

　 

第
23
期
農
業
委
員
・
第
１
期

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

辞
令
交
付
・
委
嘱
式
　
　

○
8
月
9
日
（
水
）

　
甲
府
市
南
公
民
館

　 

農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適

化
推
進
委
員
合
同
研
修
会

○
8
月
17
日
（
木
）

　
甲
府
市
中
道
公
民
館

　 

第
13
期
甲
府
市
農
地
銀
行
推

進
員
委
嘱
式

○
9
月
13
日
（
水
）

　【
か
い
て
ら
す
】

　 

県
農
業
会
議
主
催
「
農
業
委

員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進

委
員
合
同
研
修
会
」

○
10
月
10
日
（
火
）

　
甲
府
市
役
所
市
長
室

　 

平
成
30
年
度
甲
府
市
農
業
行
政

施
策
に
関
す
る
提
言
書
の
提
出

○
10
月
11
日
（
火
）
12
日
（
水
）

　
笛
吹
市

　
山
梨
県
市
町
村
農
業
委
員
会

　
会
長
会
議

○
10
月
27
日
（
金
）

　
甲
府
市
中
道
公
民
館

　 

静
岡
県
藤
枝
市
他
３
市
農
業

委
員
会
協
議
会
視
察

○
10
月
28
日
（
土
）

　
小
瀬
ス
ポ
ー
ツ
公
園

　
第
44
回
甲
府
市
農
林
業
ま
つ
り

○
11
月
14
日
（
火
）

　【
か
い
て
ら
す
】

　
山
梨
県
農
政
推
進
農
業
委
員
・

　 

農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

大
会
　

○
2
月
22
日
（
木
）

　
甲
府
市
中
道
公
民
館

　
甲
府
市
農
地
銀
行
推
進
大
会

　 【
農
業
者
の
た
め
の
、
基
調
講

演
及
び
交
流
会
】

井
田
　
慶
喜
　
様
　

　
平
成
29
年
度
の
甲
府
市
農
業

賞
は
下
向
山
町
の
井
田
慶
喜
様

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

朝
か
ら
雨
模
様
と
な
り
、
式
典

会
場
を
急
遽
変
更
し
て
の
受
賞

式
と
な
り
ま
し
た
。
井
田
氏
は
、

認
定
農
業
者
と
し
て
、
更
に
環

境
に
優
し
い
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー

の
認
定
を
受
け
果
樹
・
野
菜
栽

培
等
に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で

お
り
ま
す
。
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
関

係
で
は
、
各
種
部
会
長
を
長
年

に
亘
り
務
め
て
お
り
、
Ｊ
Ａ

ふ
え
ふ
き
生
産
団
体
協
議
会
野

菜
部
会
長
と
し
て
地
域
の
リ
ー

ダ
ー
役
と
な
り
、
地
域
農
家
の

経
営
の
改
善
・
向
上
の
発
展
に

尽
力
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ
き
中

道
支
所
生
産
団
体
協
議
会
会
長

を
務
め
て
お
り
、
第
22
期
甲
府

市
農
業
委
員
を
７
月
ま
で
就
任

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

　
平
成
29
年
12
月
19
日
（
火
）

に
上
九
一
色
地
区
に
お
い
て
、

獣
害
防
止
ネ
ッ
ト
柵
設
置
の
状

況
を
農
業
委
員
・
最
適
化
推
進

委
員
と
の
合
同
で
実
施
し
ま
し

た
。
設
置
か
ら
年
数
が
随
分
と

経
過
し
て
お
り
、
損
壊
箇
所
も

多
数
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　　
参
加
し
た
委
員
の
方
々
か
ら

は
、
完
全
に
獣
害
か
ら
の
被
害

を
防
ぐ
に
は
、
本
格
的
な
頑
丈

な
柵
の
設
置
を
考
え
て
い
か
な

い
と
、
ど
う
に
も
な
ら
ん
じ
ゃ

ん
ね
。
と
の
声
が
多
く
聞
か
れ

た
。
さ
ら
に
、地
元
委
員
か
ら
は
、

収
穫
の
時
期
に
は
、
ま
た
獣
等

と
の
格
闘
が
始
ま
る
な
？
と
溜

め
息
交
じ
り
の
一
言
。

 

農
業
委
員
・

 

最
適
化
推
進
委
員
の
活
動

祝
・
甲
府
市
農
業
賞
受
賞

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

南
ブ
ロ
ッ
ク
主
催
の
視
察
研
修 第４４回甲府市農林業まつりで表彰

市担当職員から説明を受ける様子

農
業
委
員
会
活
動
報
告



（4）平成３０年３月　　第７１号 甲府市農業委員会だより

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
農
業
生
産
工
程
管

理
）
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ギ
ャ
ッ
プ
）
と
は

　「
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ
（
良
い
）　
Ａ
ｇ

ｒ
ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ
（
農

業
）　
Ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ
ｉ
ｃ
ｅ
（
や

り
方
）」
の
略
語
で
、「
良
い
農

業
の
や
り
方
」
と
訳
せ
ま
す
。

　
少
し
難
し
く
思
う
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
つ
ま
り
Ｇ
Ａ
Ｐ
と

は
農
家
の
み
な
さ
ん
が
「
良
い

農
業
」
を
実
現
す
る
た
め
に
、

農
作
業
工
程
な
ど
を
確
認
し
管

理
す
る
こ
と
で
す
。

　
農
産
物
を
栽
培
し
、
収
穫
・

出
荷
す
る
ま
で
に
幾
つ
も
の
作

業
工
程
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
作

業
工
程
の
中
に
は
、
様
々
な
リ

ス
ク
が
潜
ん
で
お
り
、
一
つ
作

業
を
間
違
え
る
と
農
業
経
営
に

影
響
を
与
え
る
問
題
が
発
生
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
例
え
ば
、
農
薬
の
間
違
っ
た

使
用
に
よ
る
残
留
農
薬
に
よ
る

農
産
物
の
汚
染
、
農
作
業
中
の

機
械
事
故
、
農
薬
や
肥
料
の
河

川
へ
の
流
出
な
ど
様
々
な
問
題

の
発
生
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
は
農
業
者
自
ら
が
農

作
業
工
程
等
の
点
検
、
検
証
を

行
う
こ
と
で
、
こ
の
よ
う
な
問

題
の
発
生
を
未
然
に
防
止
し
、

「
儲
か
る
農
業
」「
持
続
可
能
な

農
業
」「
楽
し
い
農
業
」
等
々
を

実
現
す
る
た
め
の
道
具
と
な
り

ま
す
。

　
次
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
具
体
的
な
方

法
を
紹
介
し
ま
す
。
先
ず
、
農

作
業
毎
に
、
ど
の
よ
う
な
問
題

の
発
生
が
考
え
ら
れ
る
か
書
き

出
し
ま
す
。
次
に
そ
の
問
題
が

発
生
す
る
要
因
は
何
か
、
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
は
何
が
必
要

か
を
整
理
し
ま
す
。
こ
れ
ら
点

検
項
目
を
ま
と
め
た
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
を
作
成
し
、
こ
の
チ
ェ
ッ

ク
シ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
、

農
業
生
産
活
動
の
各
工
程
の
正

確
な
実
施
、
記
録
、
点
検
及
び

評
価
、
改
善
を
繰
り
返
し
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
農
業
に
近
づ
け

て
い
く
こ
と
で
す
。

　
や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て

ご
紹
介
し
ま
す
。

　
２
０
２
０
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
の
食
材
調
達
基
準
と
し
て
従

前
か
ら
の
認
証
制
度
で
あ
る
Ｊ

Ｇ
Ａ
Ｐ
、
Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｂ
Ａ
Ｌ
Ｇ
・
Ａ
・

Ｐ
の
他
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

に
準
拠
し
、
都
道
府
県
等
の
公

的
機
関
が
確
認
し
た
Ｇ
Ａ
Ｐ
が

要
件
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
山

梨
県
で
も
独
自
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証

制
度
を
構
築
し
、
今
年
度
「
や

ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
の
認
証
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
次
に
や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認

証
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

　
申
請
で
き
る
方
は
、
県
内
の

農
業
者
、
農
業
法
人
、
Ｊ
Ａ
生

産
部
会
な
ど
で
す
。

　
認
証
の
要
件
は
や
ま
な
し
Ｇ

Ａ
Ｐ
導
入
基
準
書
に
定
め
る
以

下
の
事
項
を
実
践
し
て
い
る
こ

と
と
定
め
て
い
ま
す
。
①
・
食

品
安
全
を
主
な
目
的
と
す
る
取

組
（
果
樹
・
野
菜
15
項
目
、
水

稲
５
項
目
）
②
・
環
境
保
全
を

主
な
目
的
と
す
る
取
組
（
果
樹
・

野
菜
８
項
目
、
水
稲
７
項
目
）、

③
・
労
働
安
全
を
主
な
目
的
と

す
る
取
組
（
果
樹
・
野
菜
・
水

稲
各
３
項
目
）、
④
・
生
産
工
程

管
理
の
全
般
に
係
る
取
組
（
果

樹
・
野
菜
・
水
稲
各
７
項
目
）、
⑤
・

出
荷
団
体
の
取
組
（
果
樹
・
野

菜
８
項
目
、
水
稲
10
項
目
）。

　
こ
の
果
樹
・
野
菜
延
べ
41
項

目
、
水
稲
延
べ
32
項
目
を
実
践

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
農
業
者

や
農
業
法
人
が
認
証
申
請
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
実
践
す
べ
き
事
項

（
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
）
や
申
請
様

式
な
ど
詳
細
は
県
農
政
部
農
業

技
術
課
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
を
ご

参
照
く
だ
さ
い
。

　
な
お
認
証
期
間
は
３
年
で
、

認
証
期
間
中
は
取
組
事
項
の
実

践
に
つ
い
て
１
年
ご
と
に
内
部

監
査
報
告
書
の
提
出
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
す
。

　
や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
認
証
さ

れ
る
と
、
や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
使
う
こ
と
が
で

き
、
出
荷
箱
や
パ
ッ
ク
、
シ
ー

ル
等
に
印
刷
す
る
こ
と
で
安
全
・

安
心
に
取
組
む
証
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
ま
す
。

　
現
在
、
甲
府
市
内
に
お
い
て

も
、
Ｊ
Ａ
甲
府
市
果
実
部
及
び

蔬
菜
部
、
お
よ
び
Ｊ
Ａ
ふ
え
ふ

き
中
道
北
・
南
両
支
所
各
生
産

部
会
に
お
い
て
部
会
員
に
よ
る

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
が
行
わ
れ
て
お

り
、
や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
に

向
け
た
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
関
す
る
相
談
に
つ

い
て
は
、
中
北
農
務
事
務
所
農

業
農
村
支
援
課
ま
で
お
願
い
し

ま
す
。

Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ギ
ャ
ッ
プ
）
の

　
　
　
　

概
要
に
つ
い
て

や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
と

　

認
証
制
度
が
ス
タ
ー
ト

  

Ｇ
Ａ
Ｐ
導
入
・
実
践
の
流
れ

  

や
ま
な
し
Ｇ
Ａ
Ｐ
ロ
ゴ
マ
ー
ク

普
及
セ
ン
タ
ー
コ
ー
ナ
ー

中
北
地
域
普
及
セ
ン
タ
ー

(

中
北
農
務
事
務
所 

農
業
農
村
支
援
課
）
℡
０
５
５
１
―
２
３
―
３
２
９
１

① 合意形成・体制作り

③ （Do）実践・記録

④ （Check）点検・評価

⑤ （Action）改善

②（Plan）農場利用計画・点検項目の作成
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農
業
の
働
き
方
改
革
を

古
府
中
町
　
山や
ま

本も
と

　
光み
つ

信の
ぶ

　
農
業
委
員
会
制
度
が
改
正
さ

れ
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
制

度
が
新
た
に
制
定
さ
れ
第
一
期

と
し
て
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

　
も
と
よ
り
こ
の
制
度
は
耕
作

放
棄
地
を
解
消
し
農
地
の
有
効

利
用
を
促
進
す
る
こ
と
が
大
き

な
任
務
で
あ
り
ま
す
。
申
し
上

げ
る
ま
で
も
な
く
、「
農
地
」
と

は
耕
作
の
目
的
に
供
さ
れ
る
土

地
で
あ
り
、
農
地
を
利
用
す
る

に
は
経
営
形
態
の
如
何
を
問
わ

ず
効
率
的
に
利
用
す
る
、
農
業

経
営
に
長
け
た
者
に
農
地
を
委

ね
、
農
業
の
活
性
化
を
図
る
こ

と
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
こ

と
で
他
産
業
か
ら
の
農
業
参
入

を
促
し
、
効
率
的
農
業
経
営
を

展
開
す
る
道
が
開
け
る
の
で
あ

農
業
委
員
・
最
適
化
推
進
委
員
の
エ
ッ
セ
イ
集

農  

感  

記

第
三
十
四
集

り
ま
す
。
耕
作
放
棄
地
が
増
大

し
て
い
る
の
は
、
そ
の
土
地
を

所
有
す
る
方
々
の
力
強
い
協
力

は
勿
論
の
こ
と
、
基
本
的
に
は

農
業
改
革
と
、
農
地
改
革
と
が

連
携
し
な
い
限
り
、
農
地
政
策

の
理
念
は
貫
徹
さ
れ
ま
せ
ん
。

　
特
に
中
山
間
地
の
農
業
は
、

小
規
模
農
家
が
多
く
更
に
高
齢

化
が
進
み
、
結
果
的
に
耕
作
放

棄
地
と
し
て
放
置
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
農
地
を
活
用
す
る
に
は

農
業
の
生
産
団
体
、
農
業
法
人

等
に
よ
る
社
会
的
自
主
管
理
が

大
き
な
意
味
を
も
つ
時
期
が

き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
効
率
的
農
地
の
活
用
は
、
最

も
必
要
且
つ
大
切
で
あ
り
ま
す
、

中
山
間
地
の
農
地
の
活
用
は
申

し
上
げ
る
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
で
耕
作

放
棄
地
は
激
増
し
、
過
疎
化
す

る
農
村
の
構
図
は
増
大
す
る
ば

か
り
で
す
。

　
そ
こ
で
新
た
な
方
法
と
し
て

農
家
民
宿
、
農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
、

新
鮮
な
農
産
物
の
直
売
、
田
園

景
観
を
い
か
し
た
活
力
あ
る
農

村
等
、
共
通
す
る
テ
ー
マ
は
「
農

あ
る
暮
ら
し
」
こ
れ
こ
そ
消
費

者
と
農
家
を
結
び
つ
け
る
新
し

い
価
値
観
の
も
て
る
活
性
化
策

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
新
制
度
の
発
足
を
期
に
、
明
日

あ
る
農
業
を
目
指
し
、
働
き
が
い

の
あ
る
近
代
農
業
を
進
め
、
消
費

者
と
共
に
考
え
る
農
業
を
よ
り
進

め
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

十
五
年
を
振
り
返
っ
て

上
向
山
町
　
小こ
ば
や
し林

　
雅ま
さ

宗む
ね

　
十
五
年
前
に
結
婚
を
契
機
に

後
継
者
と
し
て
就
農
し
、
桃
、

と
う
も
ろ
こ
し
を
中
心
に
経
営

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
妻
の
出

身
は
東
京
で
、
慣
れ
な
い
土
地

で
の
慣
れ
な
い
農
作
業
を
十
五

年
間
共
に
頑
張
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
。
農
作
業
の
段
取
り
や
作

付
け
の
計
画
、
肥
培
管
理
な
ど

は
私
が
行
い
ま
す
が
、
家
庭
の

こ
と
は
ほ
ぼ
妻
に
任
せ
て
お
り
、

三
人
の
子
ど
も
の
出
産
・
育
児

を
し
な
が
ら
の
作
業
は
苦
労
も

多
か
っ
た
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

昔
か
ら
「
夫
唱
婦
随
」
と
い
う

言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、
最
近
で

は
自
分
た
ち
の
時
間
を
持
て
る

よ
う
に
な
っ
た
両
親
に
代
わ
り
、

畑
に
お
い
て
は
「
夫
唱
婦
随
」、

家
庭
に
お
い
て
は
「
婦
唱
夫
随
」

に
な
り
な
が
ら
、
お
互
い
に
健

康
に
気
を
つ
け
て
、
今
後
も
妻

と
二
人
で
明
る
く
・
楽
し
い
農

業
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

　
農
業
が
抱
え
る
問
題
の
中
に

後
継
者
不
足
や
高
齢
化
に
よ
る

耕
作
放
棄
地
の
増
加
や
鳥
獣
害

被
害
に
よ
る
問
題
な
ど
、
多
く

の
課
題
が
山
積
し
て
い
る
中
で
、

地
域
農
業
に
ど
れ
だ
け
の
貢
献

が
で
き
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
が
、

微
力
な
が
ら
精
一
杯
、
頑
張
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
昨
年
、
中
道
南
小
学
校
の
児

童
が
ハ
イ
キ
ン
グ
の
途
中
で
桃

畑
に
立
ち
寄
っ
て
く
れ
た
の

で
、
特
産
の
桃
の
栽
培
方
法
や
、

地
域
を
取
り
巻
く
農
業
の
課
題

な
ど
を
、
短
時
間
で
し
た
が
話

す
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
将
来

の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も
達
に
、

甲
府
市
南
部
の
滝
戸
山
を
含
む

御
坂
山
系
の
裾
野
に
抱
か
れ
た

自
然
豊
か
な
こ
の
農
村
風
景
を
、

い
つ
ま
で
も
残
し
て
い
け
る
よ

う
農
業
を
含
め
、
こ
の
地
域
の

素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
な
が
ら
新

た
な
後
継
者
が
育
っ
て
く
れ
る

こ
と
を
心
か
ら
願
う
次
第
で
す
。

樹園地農道沿いの耕作放棄の梅畑

中道南小学校児童に囲まれて１枚



（6）平成３０年３月　　第７１号 甲府市農業委員会だより

★ 

写 

真 

大 

小 

★

表
紙
写
真
の
紹
介

農
業
委
員
会
か
ら
の

お
知
ら
せ

Ｔ
Ｅ
Ｌ 
０
５
５（
２
３
７
）５
８
９
２

平成３０年度農業臨時雇賃金等標準額

を
受
け
て
い
る
方
は
、
特
例
農

地
の
譲
渡
、
贈
与
、
転
用
、
遊

休
農
地
化
、
農
業
経
営
の
廃
止
、

継
続
届
出
書
の
不
提
出
、
ま
た

他
の
要
件
に
よ
り
制
度
が
打
ち

切
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
農
業
者
年
金
は
国
民
年
金
だ

け
で
は
不
十
分
な
生
活
費
を
農

業
者
が
年
金
の
形
で
受
給
で
き

る
制
度
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

★ 

加 

入 
者 
条 

件 

★
 

・
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者

 

・
年
60
日
以
上
の
農
業
従
事
者

 

・
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の
方

　
こ
の
制
度
は
、
農
業
・
農
村

が
持
っ
て
い
る
水
源
か
ん
養
・

洪
水
の
防
止
・
土
壌
の
侵
食
や

崩
壊
の
防
止
機
能
を
重
視
し
、

耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
深
刻

な
状
況
に
あ
る
中
山
間
地
域
で

の
農
業
生
産
の
維
持
を
図
り
、

多
面
的
機
能
を
確
保
す
る
観
点

か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
協
定
書
提
出
期
限
は
６
月
30

日
で
す
。

　
協
定
を
希
望
さ
れ
る
対
象
の

皆
さ
ん
は
、
農
政
課
へ
早
め
に

ご
連
絡
下
さ
い
。

　
農
政
課

　
℡
　
２
９
８
―
４
８
３
６

平成29 年度実績
協　定　名：平瀬町他 6 集落

協定参加者：102名

協定農用地：急・緩傾斜

協 定 面 積：　175,355㎡

交 付 金 額：2,322,418円

作物 用途 区分等 金額（円） 単位

稲作

耕起代かき
平坦地 13,100

10ａ当たり
山間地 14,100

耕起
平坦地 8,000

10ａ当たり
山間地 8,600

代かき
平坦地 8,000

10ａ当たり
山間地 8,600

育苗(成苗） 消費税・配達代込 1,400 1 枚当たり

機械田植
平坦地 9,500

10ａ当たり
山間地 10,300

稲刈機械
（バインダー）

結束ひも付き 10,000 10ａ当たり

脱穀機械
（ハーベスター）

平坦地 9,000
10ａ当たり

山間地 9,500

稲刈・脱穀
（コンバイン）

乾燥まで 19,000 10ａ当たり

　籾すり 共同所有機械 370 30kg当たり

果樹
剪定 ８時間 13,000  1 日当たり

ブドウ棚補修 ８時間 16,000  1 日当たり

一般農作業 賄い付き 900 １時間当たり

甲府市賃借料情報。賃貸借を行う際の参考にして下さい（10ａ当たり）

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

稲　作

甲府市平均 12,100円 22,300円 6,000円

旧甲府市（平坦地） 12,700円 22,300円 6,700円

旧中道町 11,400円 14,100円 8,400円

野　菜

甲府市平均 11,600円 21,700円 3,900円

旧甲府市（平坦地） 11,500円 20,700円 5,000円

旧中道町 10,200円 21,700円 4,800円

作物区分 地域区分 平均額 最高額 最低額

果　樹

甲府市平均 13,300円 28,300円 4,300円

旧甲府市（平坦地） 17,900円 28,300円 5,000円

旧甲府市（山間地） 10,900円 21,500円 4,300円

旧中道町 10,600円 22,900円 4,900円

ブドウ

甲府市平均 15,100円 28,300円 4,300円

旧甲府市（平坦地） 17,900円 28,300円 5,000円

旧甲府市（山間地） 10,900円 21,500円 4,300円

旧中道町 13,700円 20,300円 6,800円

※稲作作業の場合燃料は請負者持ちとする

旧甲府市（山間地）及び旧上九一色村は上記を参考

　
相
続
税
の
納
税
猶
予
制
度
は
、

農
業
経
営
の
存
続
を
税
制
面
か

ら
支
援
す
る
制
度
で
す
。
被
相

続
人
か
ら
農
地
を
相
続
し
、
継

続
し
て
農
業
経
営
を
行
い
、
制

度
の
用
件
を
満
た
し
た
場
合
に
、

一
定
の
相
続
税
の
納
税
が
猶
予

さ
れ
ま
す
。
既
に
、
こ
の
制
度

農
業
者
年
金
に

ご
加
入
下
さ
い

相
続
税
の
納
税
猶
予

及
び
注
意
事
項

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い

制
度
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

　
平
成
28
年
度
か
ら
、
下
今
井

町
地
内
で
栽
培
が
始
ま
っ
た
、

加
温
ハ
ウ
ス
栽
培
の
南
国
果
実

「
マ
ン
ゴ
ー
」
の
ア
ー
ウ
ィ
ン
種

の
３
年
目
の
収
穫
適
期
の
果
実

と
開
花
８
割
時
期
の
状
況
で
す
。

　「
新
た
に
31
年
産
か
ら
、
農
業

経
営
全
体
を
対
象
と
し
た
保
険

制
度
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

対
象
の
品
目
を
限
定
せ
ず
、
価

格
低
下
な
ど
も
含
め
た
収
入
減

少
を
保
障
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
等
の
問
い
合
わ

せ
先
は
【
山
梨
県
農
業
共
済
組

合
ま
で
】　
２
２
８
―
４
７
１
１

　
委
員
改
選
後
の
初
め
て
の
農

業
委
員
会
だ
よ
り
発
行
に
あ
た

り
編
集
委
員
の
皆
様
、
農
感
記

へ
の
ご
寄
稿
さ
ら
に
紙
面
・
写

真
に
つ
い
て
ご
協
力
下
さ
い
ま

し
た
関
係
者
の
皆
様
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

編

集

後

記

 

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す　 


